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《内閣府 男女共同参画局から》

●「女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約（女子差別撤廃条約）実施状況第7・8回
報告書」に盛り込むべき事項に関する意見募集をしています（7月22日まで）

●女子高校生・学生の理工系分野への選択を応援する団体のイベントを紹介します

●平成25年度「国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業」を行います

●日本経済団体連合会「女性活躍推進シンポジウム ～女性が支える日本の成長戦略～」について

《お知らせ》

●女性リーダー育成のための　Leadership Seminar　～仕事力＋人間力でリーダー力を高める～ を
開催します(7月25・26日)

------------------------------------------------------------

《内閣府 男女共同参画局から》

●「女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約（女子差別撤廃条約）実施状況第7・8回
報告書」に盛り込むべき事項に関する意見募集をしています（7月22日まで）
　
女子差別撤廃条約は、男女の完全な平等の達成に貢献することを目的として、女子に対するあらゆ
る差別を撤廃することを基本理念としており、我が国は昭和60年に同条約を批准し、国内の実施体
制の整備や、男女共同参画社会基本法の制定を始め、様々な取組を行ってきています。
女子差別撤廃条約は、締約国に対し条約の実施のためにとった立法、司法、行政その他の措置等に
ついて、定期的に報告書を提出することを求めており、我が国はこれまでに6回の報告書を提出して
います。
今回は、女子差別撤廃条約に基づいて設置されている女子差別撤廃委員会からの要請により、平成
26年7月までに報告書を作成のうえ提出する予定です。
　
このため、男女共同参画局では、本報告書に盛り込むべき事項等について、国民の皆様から広く意
見募集します。
意見募集期間　平成25年6月20日(木)～7月22日(月)まで
　
詳しくは、内閣府男女共同参画局ホームページをご覧ください。
http://www.gender.go.jp/international/int_kaigi/int_teppai/joyaku_201306.html

●女子高校生・学生の理工系分野への選択を応援する団体のイベントを紹介します

内閣府男女共同参画局「チャレンジ・キャンペーン」サイトに掲載されている団体のイベントをご
紹介します。

＜7月20日(土)＞
・琉球大学男女共同参画室　うない研究者支援センター
オープンキャンパス企画「理系女子集まれ！」を開催します。
女性研究者による「理系女子のための自然科学系分野紹介」や女性研究者の支援についてパネル展
示を行います。お気軽にご参加ください！

＜7月27日(土)＞
・東京学芸大学
2013大学説明会特別企画「理系女子（リケジョ）大歓迎！身の回りの科学から明日を拓こう！」を
開催します。
理系教員によるミニ講演、理系女子学生との交流ブースの設置、ポスター展示等を行います。是非
ご参加ください。

＜7月27日(土)、28日(日)＞
・群馬大学理工学部　オープンキャンパス
2013年４月、理学と工学が融合した理工学部ができました。新しい群馬大学理工学部を知る絶好の



チャンスです！ぜひご参加ください。

＜8月1日(木)＞
・名古屋工業大学　オープンキャンパス
模擬授業やラボツアーなどを通して名工大の魅力を発信します！ぜひご参加ください。
※9月には女子学生のためのミニオープンキャンパス「Techno Festa for Girls」を開催予定！（事
前予約が必要です。）

＜8月8日(木)＞
・ボッシュ株式会社
大学・大学院にて理系学部に在籍している女子学生向けに「リケジョのキャリア2013」を開催しま
す。
専門分野別に見たリケジョのキャリア「就活のプロ×有名企業（4社）」対談など『リケジョでよか
った。』が刺さる4時間をお届けします。
※応募締切8月7日（水）正午まで！

＜8月13日(火)＞
・大阪大学工学部　オープンキャンパス
各学科がそれぞれ趣向をこらし研究室や関連施設を紹介します。更に女子高校生には特別メニュー
『女子高校生のためのオープンキャンパス』をご用意しています！
※事前申込みが必要です。

＜8月31日(土)＞
・第7回 四女子大学共催イベント
女子中高生のためのサイエンスフェスティバル「理系女子でいこう！」を開催します。
ソニーのエンジニアやスタッフが講師となって、科学の原理や技術を楽しく学べる工作や実験を行
う「ソニー・サイエンスプログラム for ガールズ」（インクルージョン・ワークショップ）も同時
開催！
女子中高生だけでなく、保護者の方、学部生、大学院生の参加も大歓迎です。

詳しくは「チャレンジ・キャンペーン」サイトの『トピックス』をご覧ください。
http://www.gender.go.jp/c-challenge/

●平成25年度「国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業」を行います

http://www.gender.go.jp/public/event/2013/renkeievent.html
内閣府・男女共同参画推進連携会議では、連携会議構成団体との共催のもと、冬まで（平成25年
度）に9件のセミナー・シンポジウムを開催します。
この事業は、男女共同参画推進のためのさまざまな課題に関し、理解を深め解決策をともに考える
ために、全国で様々なテーマに基づく内容により行うものです。
今後の開催計画をご覧いただき、お近くの開催の際はどうぞ足をお運びください！
（当メールマガジンでは、各開催が近づきましたら逐次ご案内を致します）

●日本経済団体連合会「女性活躍推進シンポジウム ～女性が支える日本の成長戦略～」について

7月16日配信の標記シンポジウム（平成25年7月29日（月）開催）につきましては、多くの皆様から
お申し込みをいただき、現在、定員間際となっております。
定員に至るまで、引き続きお申し込みを受け付けておりますが、今後、他のＨＰ等への転載につい
てはご遠慮くださいますようお願いいたします。

《お知らせ》

●女性リーダー育成のための　Leadership Seminar　～仕事力＋人間力でリーダー力を高める～ を
開催します(7月25・26日)

職場において10年・15年とキャリアを重ねると組織の中でリーダーの役割を期待されるようになり
ます。
自分を成長させることと同時に、部下や後輩を育成することも求められる時期ですが、生涯を通し
た働き方、生き方のロールモデルが少ない女性にとっては、キャリアの考え方、必要なスキルの習



得、内外のネットワーキングによる情報収集力が大切です。
本セミナーでは、ワークショップを通して、活発な情報交換をしながら自己理解を深め、リーダー
としての考え方とスキルを学んでいきます。

日時：平成25年7月25日(木)・26日(金)9：30～16：30
場所：LMJ東京研修センター
対象：現在、リーダーとして活躍している方、またはリーダーを目指している方、スキルのブラッ
シュアップをかけたい方
講師：宮城　まり子氏（法政大学キャリアデザイン学部教授）
参加費：会員40,000円　一般50,000円
主催：公益財団法人２１世紀職業財団
後援：厚生労働省
詳細：http://www.jiwe.or.jp/tabid/95/Default.aspx

==========================================================

●内閣府 男女共同参画局のホームページは、男女共同参画に関する総合的な情報提供サイトです。
男女共同参画社会基本法、男女共同参画基本計画、各種会議、女性のチャレンジ、女性に対する暴
力、少子化と男女共同参画等の取組に関する情報を提供しています。
 http://www.gender.go.jp

●男女共同参画局メールマガジンについて
男女共同参画局メールマガジンは、隔週金曜日に配信しています。
次号は、変則的になりますが3週間後の平成25年8月9日(金)に配信する予定です。
　　
==========================================================

●このメールは送信専用メールアドレスから配信されております。
このまま御返信いただいてもお答えできませんので御了承ください。 

□配信中止・配信先変更は、こちらから
　http://www.gender.go.jp/magazine/index.html 

□バックナンバーはこちらから 
　http://www.gender.go.jp/magazine/backnumber/index.html

□このメールマガジンへの御意見・御要望はこちらから 
　https://form.cao.go.jp/gender/opinion-0001.html

□内閣府 男女共同参画局ホームページはこちらから 
　http://www.gender.go.jp/ 

※URLをクリックしてページが表示されない場合はURLをコピーして、ブラウザにURLを貼り付けてア
クセスしてください。
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